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5 月 31 日 新潟水俣病公式確認 59 年 新潟水俣病の歴史と教訓を

伝えるつどい    被害者団体の後世へのメッセージ 

 

新潟水俣病阿賀野患者会会長代行の曽我浩です。新潟水俣病被害者

団体を代表して、ごあいさつを申し上げます。 

新潟水俣病被害者団体が長年、その開催を新潟県、環境省、旧昭和

電工（現 レゾナック・ホールディングス）に要望し、昨年、初めて

開催された「つどい」が今年も関係者が一堂に会して持たれたことを

喜び、関係者のみなさまに感謝申し上げます。 

私は現在、76 歳で阿賀野川に近い新潟市北区長場で農業をしてい

ますが、子どもの頃から阿賀野川の魚を食べてきました。昭和 30 年

代から 50 年代、阿賀野流域では川魚は唯一のタンパク源で、まさに

「生きるために食べてきた川魚」に毒が、水銀の毒が入っていて、私

たち患者は水俣病を発症しました。 

私はまず最初に、身体や心の痛み、そして地域に甚大な被害を与え

た水俣病、人類史上最大の公害である水俣病のような苦しみを二度

と繰り返すなと声を大にして訴えます。 

そして、私はこの場で「水俣病は終わっていない」現実をご理解い
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ただきたく、お話しさせていただきます。水俣病問題の解決で第一に

優先されるのは被害者の救済です。水俣病特別措置法や公害健康被

害補償法に基づく認定制度では救済されない被害者はやむにやまれ

ぬ思いで司法での解決を求め、新潟水俣病阿賀野患者会の会員 149

人がノーモア・ミナマタ第 2 次新潟訴訟に取組み、10 年間の裁判を

経て、4 月 18 日に 47 人に判決が言い渡されました。 

同様の訴訟の判決が昨年 9 月の近畿、今年 3 月の熊本で出され、新

潟含めて 179 人が水俣病と認定されたことは現行の水俣病救済制度

では救済されない被害者の存在と国の新たな救済策への取り組みを

命じていると考えます。 

5 月 1 日の水俣市での慰霊式後の環境大臣と患者団体との懇談会で

生じたマイク遮断問題で、環境大臣が謝罪し、患者団体との再度の懇

談会開催が公表されていますが、同時に「水俣病の解決に向けて横断

的に対策を行うための水俣病タスクフォースを環境省内に設置した」

との報道にも接しています。 

この新たな組織の取り組みが被害者の救済を柱とする水俣病問題

での課題解決に向けての政府や環境省の積極的なアプローチとなる

ことを私たち患者団体は大いに期待します。 
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昨年の「つどい」で「後世へのメッセージ」を述べた新潟水俣病被

害者の会の小武会長と同じように私も新潟水俣病資料館の「語り部」

で毎月、多くの小学生、中学生に水俣病のお話をしています。 

子どもたちの反応はとても敏感で「公害は許せない」「台所から汚

い水をそのまま流さない」「私が医者になって患者さんを治してあげ

る」等の嬉しい声を聞いて、励まされています。 

水俣病をどう語り継いでいくか、高齢化した被害者にとっては大き

な問題です。今日の「つどい」を機に、是非、検討していただきたい

と思います。 

最後に今日、おいでいただいた国定政務官、そして新潟の患者団体

との懇談会を約束した伊藤環境大臣、そしてレゾナック・ホールディ

ングスの高橋社長には充分な時間を取って、被害者の声を聞いてい

ただき、早期の被害者救済を始めとした水俣病問題の解決にご尽力

いただきたいことを訴えて、私のメッセージといたします。 

ご清聴、有難うございました。                         

 

2024 年 5 月 31 日 

新潟水俣病阿賀野患者会 会長代行 曽我 浩 


